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次頁へ続く

世界に希望を生み出そう

■ 点　鐘 12：30

伊那中央ロータリー讃歌　　　太田明良ソングリーダー■ ソング  

■ 会長談話

■ ゲスト・ビジター紹介

・RI 第 2600 地区ガバナー　折井正明  様
・上伊那グループガバナー補佐　池田幸平  様
・RI 第 2600 地区幹事　渡辺聡  様

市川修次会長
　本日は折井ガバナー、池田ガバナー補佐、渡辺地区幹事をお迎えしての例会ですが、
折井ガバナー、渡辺地区幹事には遠い所をお越し頂きましてありがとうございました。
今日は宜しくお願いいたします。
　先ほどの委員会報告で熊谷会長エレクトより分水 RC との打合せの話がありました。
その中で分水 RC の 50 周年式典につきまして伊那中央からは多くて 15、6 名ほどの

参加と考えております。伊那中央の 30 周年の時も分水 RC の 40 周年の時も互いに 10 名であったとの事で
すが、今回はもしかして多くなるのではと考えて多い場合にはと話をさせて頂きました。式典を予定してい
る会場が 190 名ほどとの事で、多い場合には人数を制限させてもらうという話です。従いましてその場合
には調整させて頂きたいと思います。早めに希望を募らせて頂きますので宜しくお願い致します。
　11 月 11、12 日には地区大会が開催されますが、12 日には松本マラソンが開催されます。スタート地点
が松本市総合体育館となっていますので混乱するのではないかと思います。私は今まで松本マラソンには 2
回エントリーしていまして、先月松本マラソンの実行委員会からアンケートがきまして、内容は「松本マラ
ソンの申込が 5000 人程でここ数年定員に達していないので意見を」という内容でした。 私は 2 回のエント
リーのうち、1 回は天候が悪い為に中止となり、もう一度は葬儀が当日ありまして 30 ㌔過ぎで止めたので
完走していませんが、その後は申込を行っていないのでアンケートが来たという事だと思います。通常、マ
ラソン大会は人気があるのが普通で定員に満たないというマラソンは数少ないと思います。私がよくエント
リーするマラソンに岐阜清流マラソンという大会がありますが、ハーフですが高橋尚子が岐阜市出身で「高
橋尚子杯岐阜清流マラソン」と呼びますが、ゴールに高橋尚子や野口みずきが待っていてハイタッチをして
くれる。この間の MGC で 4 位に入った川内優輝選手なんかもゴール前でハイタッチしてくれた事もありま
すが、それが目標になって申し込む訳です。又、殆どの大会では申し込むと T シャツを貰えますが、デザイ
ンがダサい。大体の普通の大会は何とかマラソンって名前が入っており普段では着る事が出来ない。今度の
ロータリーの「古着でワクチン」でも T シャツを貰えますが。岐阜清流マラソンは非常にデザインが良くて
Q ちゃんの Q の字をデザインしていまして大会名が入っていない、従いまして私は L ですが、家の女房は
Mにしてくれといいまして、Mを貰って今でも普段でも着ている位です。
　松本マラソンは折り返しが結構長い。松本から塩尻の間で高速道路沿いに折り返しがありますが、そこが
長い。折り返しはただでさえ心が折れますが、早い人と遅い人が向い合うので勝者と敗者がハッキリわかる、
早い人は顔を上げて前を向いて走りますが私のように遅い人間は下を向いて走る。折角楽しく走ろうとして
いるのに負けたという気持ちで下を向く、心が打ち砕かれる訳です。その後は松本マラソンには一度もエン
トリーしていません。今日は、折井ガバナーと渡辺地区幹事が松本から見えておられるのでこんな話をさせ
て頂いたという事は決してありません。

　伊那中央ロータリークラブは創立37年と伺いました。その間伊那西インターアクト
クラブや米山奨学生、また留学生のサポートをされていて大変すばらしい社会奉仕事
業を継続されていますし会員も45名、その内女性が３人ということを伺い素晴らしい
クラブ構成をされていると感じます。本日は今年度の国際ロータリーについての振り
返りと国際ロータリー第２６００地区の事業の復習をかねてお話したいと思います。

　２０２３－２４年度のＲIテーマは「世界に希望を生み出そう」です。私たちの行動計画の中で戦略的優
先事項としては「より大きなインパクトをもたらす」、「参加者の基盤を広げる」、「参加者の積極的なか
かわりを促す」、「適応力を高める」ことであり、その中で最も最優先すべきことはEND POLIOですが現
状はアフガニスタンやパキスタンといった国が戦争状態にあり予断を許さない厳しい状況です。だからこそ
私たちロータリアンがポリオ根絶の先駆者になるべきです。
　続いて国際ロータリー第２６００地区の２０２３－２４年度の地区標語は「手をつなぎ行動するロータ
リーの喜びを発信しよう！」です。この標語に則った持続可能な行動をして世の中に発信することが大切だ
と感じます。そして今年皆様にお声がけする上で４０年活動が続いたポリオ根絶が最もふさわしいと私は考
えます。２０２６年のポリオ根絶宣言を目指して最後のカウントダウンにコミットすることを通じてロータ
リークラブはどういった団体なのかを発信した上で、ロータリアンとしてのアイデンティティーを再認識す
ることこそが継続と前進に繋がります。
　そして２６００地区の重点目標は「あと一歩まで来たポリオ根絶のために私たちは行動する」です。その
狙いとしては「ロータリーの公共イメージの向上」、「広がりある参加者の基盤と積極的な参加」、「ポリ
オ根絶と会員増強に向けてのより大きなインパクト」、「時代精神にのっとった他団体との協調・連携によ

り適応力を高める」です。
　間近に迫った「古着 de ワクチン」に向けて話をする機会を与えていただきありがとうございました。そ
して皆様の本年度のロータリーライフが充実したものであり楽しいものになりますよう祈念いたします。



■ ニコニコボックス

◆市川修次

◆宮下健

◆松田靖宏

◆熊谷健

◆小椋文成

◆池上幸平

◆馬場秀則
　伊澤和男
　橋爪麻人

折井正明ガバナー・池田幸平ガバナー補佐・渡辺聡地区幹事、本日はご来訪ありがとうご
ざいます。宜しくお願い致します。
折井ガバナー・池田ガバナー補佐・渡辺地区幹事、ご来訪有難うございます。
15 日は分水ロータリークラブとの合同打合せ会に参加しました。その日は次男の誕生日で
後ろめたさもあり、16 日の帰宅後早速、誕生日ケーキを買いに行き、その後は嫁の買い物
に付き合わされたりで良い奉仕活動が出来ました。
ガバナー 折井様・ガバナー補佐 池田様・地区幹事 渡辺様、本日はお越しいただきありが
とうございます。
ガバナー 折井様には、ご講話よろしくお願いいたします。
今日は折井ガバナー・渡辺地区幹事、ようこそお越しくださいました。いろいろな話をお
聞かせいただけると思いますので、楽しみにしています。（時間が無くて上手く書けませ
ん･････）
マイロータリーの登録、ご協力いただきありがとうございました。お陰様で60％を超える
ことができました。引き続きご協力しますので、まだの方はお声掛けください。
谷村新司さんが逝ってしまったニュースを昨日見ました。歌の上手いいい人は、先に逝っ
てしまうのかな？と感じました。そうですヨネー　池田さん。
ゴルフコンペ優勝・準優勝・3位でした。
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には調整させて頂きたいと思います。早めに希望を募らせて頂きますので宜しくお願い致します。
　11 月 11、12 日には地区大会が開催されますが、12 日には松本マラソンが開催されます。スタート地点
が松本市総合体育館となっていますので混乱するのではないかと思います。私は今まで松本マラソンには 2
回エントリーしていまして、先月松本マラソンの実行委員会からアンケートがきまして、内容は「松本マラ
ソンの申込が 5000 人程でここ数年定員に達していないので意見を」という内容でした。 私は 2 回のエント
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すが、それが目標になって申し込む訳です。又、殆どの大会では申し込むと T シャツを貰えますが、デザイ
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トリーしていません。今日は、折井ガバナーと渡辺地区幹事が松本から見えておられるのでこんな話をさせ
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◆地区幹事 渡辺聡様より　本日はお世話になります。宜しくお願いします。

　伊那中央ロータリークラブは創立37年と伺いました。その間伊那西インターアクト
クラブや米山奨学生、また留学生のサポートをされていて大変すばらしい社会奉仕事
業を継続されていますし会員も45名、その内女性が３人ということを伺い素晴らしい
クラブ構成をされていると感じます。本日は今年度の国際ロータリーについての振り
返りと国際ロータリー第２６００地区の事業の復習をかねてお話したいと思います。

　２０２３－２４年度のＲIテーマは「世界に希望を生み出そう」です。私たちの行動計画の中で戦略的優
先事項としては「より大きなインパクトをもたらす」、「参加者の基盤を広げる」、「参加者の積極的なか
かわりを促す」、「適応力を高める」ことであり、その中で最も最優先すべきことはEND POLIOですが現
状はアフガニスタンやパキスタンといった国が戦争状態にあり予断を許さない厳しい状況です。だからこそ
私たちロータリアンがポリオ根絶の先駆者になるべきです。
　続いて国際ロータリー第２６００地区の２０２３－２４年度の地区標語は「手をつなぎ行動するロータ
リーの喜びを発信しよう！」です。この標語に則った持続可能な行動をして世の中に発信することが大切だ
と感じます。そして今年皆様にお声がけする上で４０年活動が続いたポリオ根絶が最もふさわしいと私は考
えます。２０２６年のポリオ根絶宣言を目指して最後のカウントダウンにコミットすることを通じてロータ
リークラブはどういった団体なのかを発信した上で、ロータリアンとしてのアイデンティティーを再認識す
ることこそが継続と前進に繋がります。
　そして２６００地区の重点目標は「あと一歩まで来たポリオ根絶のために私たちは行動する」です。その
狙いとしては「ロータリーの公共イメージの向上」、「広がりある参加者の基盤と積極的な参加」、「ポリ
オ根絶と会員増強に向けてのより大きなインパクト」、「時代精神にのっとった他団体との協調・連携によ

り適応力を高める」です。
　間近に迫った「古着 de ワクチン」に向けて話をする機会を与えていただきありがとうございました。そ
して皆様の本年度のロータリーライフが充実したものであり楽しいものになりますよう祈念いたします。



次頁へ続く

宮下健幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

会員数45名   出席免除会員5名   長欠会員1名   本日出席者28名 　事前メイク0名   
出席率71.79％   前回出席率 修正なし

■ 出席報告

■ 委員会報告

・10月15日（日）～16日（月）分水RCとの友好事業打合せ会の報告　　　熊谷健友好委員
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田中友好担当委員と私の５名で出席してきました。
　分水ロータリークラブから５名が参加、合計１０名で、友好事業について厳粛かつ
綿密に打合せをしてきました。

　昨季、今年４月に分水クラブで「おいらん道中」など、分水町の研修旅行を企画していただきましたので、
本来は今年度、当クラブの企画で伊那市高遠町へお招きし桜を観ていただく予定でしたが、分水クラブから、
今年度、分水クラブは創立５０周年に当たり、来年５月１９日（日曜日）に５０周年の記念事業を開催する
こととなっているため、その準備の最中で忙しいので１年延期して欲しいとの提案がありました。協議の結
果、友好事業は１年延期し、来年度、分水クラブを伊那へお招きし友好を深める事業を行うということにな
りました。
　分水クラブの５０周年事業については、後ほど、市川会長から報告があると思います。
　昨年度、分水クラブでは、クラブを挙げて大変な歓待を受けましたので、来年度（具体的には再来年４月頃、
私の会長年度になりますが）は、しっかりお返しをしたいと考えていますので、会員の皆様には是非ともご
協力をお願いして、報告とさせていただきます。

RI第2600地区ガバナー　折井正明 様■ ガバナー講話
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次回例会
10月 22 日（日）　集合／ 10:00　　場所／かんてんぱぱ西ホール

・地区補助金合同事業「古着 deワクチン」

■ 点　鐘 13：30

■ 謝　辞

　伊那中央ロータリークラブは創立37年と伺いました。その間伊那西インターアクト
クラブや米山奨学生、また留学生のサポートをされていて大変すばらしい社会奉仕事
業を継続されていますし会員も45名、その内女性が３人ということを伺い素晴らしい
クラブ構成をされていると感じます。本日は今年度の国際ロータリーについての振り
返りと国際ロータリー第２６００地区の事業の復習をかねてお話したいと思います。

　２０２３－２４年度のＲIテーマは「世界に希望を生み出そう」です。私たちの行動計画の中で戦略的優
先事項としては「より大きなインパクトをもたらす」、「参加者の基盤を広げる」、「参加者の積極的なか
かわりを促す」、「適応力を高める」ことであり、その中で最も最優先すべきことはEND POLIOですが現
状はアフガニスタンやパキスタンといった国が戦争状態にあり予断を許さない厳しい状況です。だからこそ
私たちロータリアンがポリオ根絶の先駆者になるべきです。
　続いて国際ロータリー第２６００地区の２０２３－２４年度の地区標語は「手をつなぎ行動するロータ
リーの喜びを発信しよう！」です。この標語に則った持続可能な行動をして世の中に発信することが大切だ
と感じます。そして今年皆様にお声がけする上で４０年活動が続いたポリオ根絶が最もふさわしいと私は考
えます。２０２６年のポリオ根絶宣言を目指して最後のカウントダウンにコミットすることを通じてロータ
リークラブはどういった団体なのかを発信した上で、ロータリアンとしてのアイデンティティーを再認識す
ることこそが継続と前進に繋がります。
　そして２６００地区の重点目標は「あと一歩まで来たポリオ根絶のために私たちは行動する」です。その
狙いとしては「ロータリーの公共イメージの向上」、「広がりある参加者の基盤と積極的な参加」、「ポリ
オ根絶と会員増強に向けてのより大きなインパクト」、「時代精神にのっとった他団体との協調・連携によ

市川修次会長

　本日はご講和ありがとうございました。例会の始めに「伊那中央ロータリー讃歌」を歌わせて頂きました。
「奉仕の理想」にするか「伊那中央ロータリー讃歌」にするか迷ったのですが、本日はガバナーの見える折
角の機会ですので「伊那中央ロータリー讃歌」にさせて頂きました。こういう歌があって当クラブはまとま
りも良いのだと思っております。
　折井ガバナーからの講話でロータリー活動の意義、ロータリアンとしての自覚など改めて勉強させて頂き
ました。この講和を糧として伊那中央ＲＣの発展、又、会員のレベルアップを図っていければと思います。
折井ガバナーの今後益々ご活躍されんことを祈念致しまして謝辞とさせて頂きます。

り適応力を高める」です。
　間近に迫った「古着 de ワクチン」に向けて話をする機会を与えていただきありがとうございました。そ
して皆様の本年度のロータリーライフが充実したものであり楽しいものになりますよう祈念いたします。


